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あらまし：近年，俳句は海外でも親しまれ，英語で詠まれる機会が多くなった．昔から俳句は色紙や短冊に毛筆で書き作
品とする風習がある．そこで英語の俳句も筆文字で表現することにより趣ある作品を作成することが可能だと考えられる．
しかし，一般に英語圏の人々は筆文字に親しみがなく，実際に毛筆で文字を書くことは困難である．そこで本研究では英
語圏の人々が作成した俳句を容易に筆文字で表現するためのソフトウェアを試作した．英文字には実際に筆で書かれた文
字を使用し，文字間をスプライン曲線で補間することにより筆記体を表現した．補間する曲線は線幅を変えることで筆圧
の変化を表現し，ユーザが自由に変更できるようにした． 
 
Abstract：Making the “HAIKU” in English has been increased recently . In this case, the authors believe that the 
zest will come out when they compose “HAIKU” with the writing to brush touch as in Japanese lettering. So we 
developed the method to express the descriptive English letters in brush touched characters. And we made a trial to 
make the software which can connect letters between a character and characters with the spline curve to look them 
more naturally. We make it possible the curve between characters to change the lines width of a character, and 
expresses brushstroke, where the user can be to move it freely. 
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１． はじめに 
近年，俳句は日本だけでなく海外でも親しまれ，英

語でも詠まれている．日本語の俳句のように，英語の

俳句も筆文字で表現することで趣などの雰囲気を出す

ことができると考えられる．例として図１に英文を筆

文字で表現したもの[1]を示す． 
しかし，英語圏の人々は筆文字になじみがないこと

が多く，実際に毛筆で文字を書くことは一般的に困難

である．そこで，本研究では筆文字になじみのない英

語圏の人々のために，毛筆による筆記体を容易に表現

することのできるソフトウェアを試作した． 

 
図１ 筆文字で表現された英文の一例 

２． 文字画像の作成 
筆記体として表示させる文字は，実際に筆で書かれ

た英文字を画像として保存したものを使用する．使用

したオリジナル筆文字は，書道家，田中瑞穂氏(雅号；
梯 清水,社団法人日本書芸院無鑑査会員)の筆跡による
ものである．保存した文字の画像はバランスよく表示

するために製図の様式[2][3]を基に文字の高さを揃えた． 
試作したソフトウェアでは文字列を筆記体として表

現するために文字間を曲線によって補間する．そのた

め，文字の書き始めと書き終わりの‘はね’があると

補間の妨げとなる場合がある．そこで図２のように文

字画像を加工し，不具合が出ないようにした． 

         
図２ 加工した文字画像 
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３． 文字の補間 
文字間はスプライン曲線によって補間する（以下，

補間曲線とする）ことで筆記体を表現する．そのため，

図３のように文字の書き終わり（以下，終点とする）

と書き始め（以下，始点とする）に 2つずつ，文字間
に 1つの計 5つの制御点を取った．図中の点は制御点
である． 
 
 
 
 
 

図３ 文字の補間 
 
４． 筆圧の表現 
筆で文字を書くと筆圧の変化に伴い，線の幅が変化

する．この筆圧の変化を表現するために，試作したソ

フトウェアでは図４のように補間曲線の中間地点の線

幅が最も細くなるようにした． 

 
図４ 筆圧の表現 

 
５． 曲線の変更 
筆記体を書く際，文字の補間方法には個性が出る．

この個性を表現するために補間曲線をユーザが変更で

きるようにした．まず，変更したい文字間の曲線上に

示された制御点をクリックする．次に曲線を描画した

い位置で再びクリックする．これにより曲線を任意の

形状で再描画できる． 
 
６． 結果と考察 
図５に試作したソフトウェアの実行結果を，図６に

補間曲線の変更例を示す．作成した俳句は毛筆で書か

れた筆記体として表示することができた．また，補間

曲線をユーザによって変更可能にしたことで，ユーザ

の感性を反映し，より趣深い作品を作成することがで

きた． 

 
 

図５ 実行結果 

   

a.変更前     b.変更後 
図６ 補間曲線の変更例 

 
７． おわりに 
本ソフトウェアにより英文俳句を，暫定的ながら毛

筆で書かれた筆記体として表現することができた．今

後はさらに趣をだすために装飾文字の使用や，‘かす

れ’など筆独特の表現について検討していく．また，

ユーザの書いた文字を取り込みソフトウェアに反映さ

せるなど，個性の表現方法について検討していく． 
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